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令和８年第１回さつま町議会定例会 一般質問通告書 

令和８年３月６日（１～５番）、９日（６番～８番） 

 

順番 
(議席番号) 

質 問 者 
質 問 事 項 ・ 要 旨 

答 弁 を 

求める者 

１ （６） 

古田 昌也 

１ 災害・防災・危機管理の対応、在り方について 

近年、災害・防災・危機管理についての訓練や講習会などが

開催され、多くの方々が関心を持っている。 

本町も２０周年を迎え、時代に合った管理、対応をしていく

べきだと考えるが、どのようになっているか次の点を問う。 

(1) 民間企業などと災害協定を結んでいるが、協定を締結し

てから更新などは行っているのか。 

(2) 本町の７か所の福祉避難所と連携、避難登録や備品など

の更新はされているのか。 

(3) ４月から一部の指定避難所が地域管理になるが、備品や

建物管理、避難時の対応などに変更があるのか。 

また、変更などがあった場合は、周知や話し合いはでき

ているのか。 

(4) 災害対応、準備で一番大切なのは人材だと考えるが、確

保はできているのか。 

２ 宮之城中学校分教室について 

 ４月から開校予定の宮之城中学校分教室において、新聞や

テレビなどで報道が多くされている。 

報道は期待の表れであると考える。そうなると多くの人が

視察、研修などで分教室に訪れることが予想されるが、対応

策などは考えているのか。 

また、分教室に通うことを決めた生徒たちが、その後、ふ

れあい教室やさつまルームの利用を希望した場合には、併用

などの対策を考えているのか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

２ （３） 

竪山 秀樹 

１ 本町における令和８年産米の政策・方針について 

   令和のコメ騒動を受け国の前政権下では、事実上の減反政

策を転換し主食用の増産を掲げた。しかし、現政権下は一転、

需要に応じた生産を打ち出しており、生産者は、この揺らぐ

農政に振り回されている。 

また一方では、令和７年産米の高騰は異常と指摘する声も

あり、消費者のコメ離れが懸念されている。このような状況

下、本町においても令和８年産米の作付け調査の取りまとめ

が実施されているが、この動向も踏まえ産地形成に向けた本

町の政策・方針について町長の見解を問う。 

２ イチゴ栽培における、ほ場の疫病対策について 

   近年、イチゴ栽培農家のほ場において、株が枯れる現象が

町 長 
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順番 
(議席番号) 

質 問 者 
質 問 事 項 ・ 要 旨 

答 弁 を 

求める者 

多数発生しており、その対策に生産現場では大変苦慮してい

る。原因としては、多くは炭疽病であるとの報告がされてい

るが、中には萎黄病（いおうびょう）ではないかとの報告も

ある。 

特に、萎黄病については、一旦発生するとその菌が他の株

へ連鎖することから、非常に厄介な病気であり対策が困難と

の報告である。 

昨年、実際にこれらの疫病感染により、植え付けを断念し

た農家もある。このような状況が続けば、産地を維持形成す

ることに支障をきたすことも考えられるが、これらの疫病に

対する指導、対策について町長の見解を問う。 

３ 本町の畜産事業(繁殖メス牛)における生産基盤の維持・拡

大について 

本町における畜産事業、特に繁殖メス牛の飼養農家につい

ては、生産者の高齢化や飼料の高騰を受け、戸数・頭数とも

に減少し、令和７年末現在で１７１戸、３,０１６頭となって

いる。 

特に、飼養戸数については、減少に歯止めが掛からない状

況にあり、このままでは全国に誇れる子牛の供給産地として

の維持形成が困難視される。 

これまで町としては、生産基盤の維持・拡大を目的とした

町単独の事業を推進しているが、資材価格や子牛価格の高騰

を受け、さらなる事業費の拡大上乗せはできないものか、町

長の見解を問う。 

４ 食料品店舗が無い地域における買い物困難者への支援策に

ついて 

近年、近隣に食料品店がない、交通手段がないなどの理由

で、食料品の買い物に苦労を感じる人、いわゆる「買い物難

民・買い物弱者」と呼ばれる高齢者が増加している。 

本町においても、長年、地域を支えてきた店舗が閉鎖し、

その近隣の住民、特に高齢者からは「遠方まで出掛けなけれ

ばならず非常に不便を感じている。車の運転ができるうちは

良いが、それも長くは続かない。本当に先行きが不安だ。」と

の声が寄せられている。 

このように、高齢者が住み慣れた場所で安心して生活を続

けられるためには、買い物困難者へ何かしらの支援が必要と

考えるが、町長の見解を問う。 
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順番 
(議席番号) 

質 問 者 
質 問 事 項 ・ 要 旨 

答 弁 を 

求める者 

３ （８） 

武 さとみ 

１ 現在、学校で行っている「フッ素洗口」について 

学校で、集団フッ素洗口を始めて十数年経過したが、フッ素

の中毒性を訴えている医師もいるなか、学校で行わなければ

ならない合理的理由を問う。 

２ 教育長のめざす学校（子ども）像について 

インクルーシブ教育を進め、子どもたちが主体的に楽しく

学ぶために「多様化学校分教室」では、どのような子ども像を

めざすのか問う。 

また、さつま町のすべての学校を、「不登校」ゼロの学校に

するために、取り組むべきことを問う。 

３ 弾薬庫建設によるデメリットについて 

弾薬庫のあるところでＰＦＡＳ等の汚染が報道されている

が、他にも建設された時の不安を抱えている住民に、デメリ

ットの面をどのように解消するつもりか問う。 

町 長 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

町 長 

４ （４） 

德留 和樹 

１ 本町の農業振興について 

  本町における農業振興は喫緊の課題である。 

 担い手不足、人材不足の中、稼げる農業に向けての政策につい

て問う。 

(1) 人材不足、担い手不足に対し、今後スマート農業への取

組をどのように考えているのか。 

(2) 学校給食を含む、地産地消への新たな考えはないのか。 

２ 今後のスポーツ振興について 

  近年、本県でもプロリーグなど大変盛り上がりを見せてき

ている。本町でも小学生、中学生、高校生と全国で活躍でき

るレベルであり、今後の子どもたちの更なる成長や交流人口

増加に向けた各種スポーツイベント等への更なる支援につい

て問う。 

(1) フラーゴラッド鹿児島との取組はどのようになっている

か。 

(2) 交流型イベント（プロ、モータースポーツを含む）の開

催等について。 

(3) 全国大会等に出場する方々への支援、また様々なコンテ

ンツでのＰＲ活動など今後、新たな施策はあるのか。 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

５ （１２） 

川口 憲男 

１ 防災体制について 

これまでも危機管理の在り方について質問してきたが、次

の点を町長に問う。 

(1) 町管理河川の整備は、十分と感じているか。河川の河床

の浚渫(しゅんせつ)や拡幅の必要性を感じるが、近年の線

状降水帯等の影響による降水量の増加に対して、どのよう

な対応策を考えているか。 

町 長 
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順番 
(議席番号) 

質 問 者 
質 問 事 項 ・ 要 旨 

答 弁 を 

求める者 

(2) 山の土砂崩れなどに対し、砂防ダムの建設について、住

民から要望があるが、町としての今後の対策は。 

(3) 平成１８年７月に発生した県北部豪雨災害以降、川内川

の大規模改修等により、本町では、河川の氾濫はないが、

上流地域の降水量が多い時にはダムの対応を心配してい

る。紫尾山系の降水量等を考慮した時に、現状の河川の状

況をどのように考えているか。 

(4) 国では、無人機攻撃、防空網の強化、有事に備えた迎撃

体制の構築を、県では、弾道ミサイル飛来時の対応につい

て、被害軽減のために一時避難先として、頑丈な建物か地

下施設に避難するなどの避難行動を示している。こうした

国・県の対応を踏まえ、町民への周知をどのように考えて

いるか。 

６ （２） 

上別府ユキ 

１ ジェンダー視点に立った施策について 

本年２月に総務省が公表した人口移動報告では、若い女性

の地方からの流出が目立っているようである。やりがいのあ

る仕事が見つからずに都市部に向かう人が多い中、本町では

地元で働く選択肢を増やそうと、女性のデジタル技術習得を

後押しし、地元就労に結び付ける取組が進められている。ま

た、「男は仕事、女は家庭」といった、性別役割分担の意識を

改革しようと行政と女性団体が協働で啓発活動を推進してい

るところである。そこで、ジェンダー視点での施策について町

長に問う。 

(1) 各審議会や委員会の女性委員の登用率は、４０％という

目標値に対して、実績は１９．７％（令和７年度）と低い

状況であるが、登用率向上に向けての策は。 

(2) 子どもの頃から男女共同参画の理解を深め、家庭・地域

での意識醸成を図るために、県が主催する「子どもたちの

男女共同参画・学びの広場」の開催を推進していく考えは

ないか。 

２ 猫の適正飼養について 

鹿児島県は、２月を「猫の適正飼養推進月間」として、マイ

クロチップ装着や不妊去勢手術の啓発を進めている。本町で

は、令和４年６月に「さつま町猫の適正飼養ガイドライン」を

作成し、猫の適正飼養及び管理の重要性について町民への理

解促進を図っている。 

また、飼い主のいない猫に対して動物愛護団体やボランテ

ィアの協力のもと「公益財団法人どうぶつ基金」の無料不妊手

術チケットを利用したＴＮＲ活動（さくらねこ無料不妊手術）

にも取り組んでいる。その実績も１,５００件を超えている。

町 長 
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順番 
(議席番号) 

質 問 者 
質 問 事 項 ・ 要 旨 

答 弁 を 

求める者 

このような経過を踏まえ、次のことについて、町長に問う。 

(1) このＴＮＲ活動の実績をどう評価するか。 

(2) 令和８年度当初予算において、動物愛護団体への補助事

業が計画されているが、この計画の内容はどういったもの

か。 

また、その財源は。 

(3) 高齢者等が飼育するペットの状況を把握し、多頭飼育崩

壊を未然に防ぐため、担当課だけでなく保健・福祉部局な

どとの連携体制をどのように構築していくか。 

また、動物愛護団体との協力や情報共有の仕組みを制度

化する考えはあるか。 

７ （１３） 

中村 慎一 

１ 施政方針について 

(1) 商工業の振興について 

新規就業者の確保については従来から取組を継続されて

いるが、今回「事業承継人の確保に向けた支援」について

取り組むとされている。具体的な取組内容と今後の方針に

ついて。 

(2) 観光の振興について 

今回の「宗功寺公園、虎居城跡、川内川、鶴田ダムを核

としたインフラツーリズムによる回遊性の取組」について、

具体的な取組の内容と方針は。 

また、今回新たに「イベント民泊を利用した宿泊施設の

確保の取組」について、制度上、問題はないのか具体的な

取組の内容とその方針は。 

(3) 住みやすい地域づくりのための町道管理について 

生活基盤分野のなかで「生活道路の安全対策、誰もが安

全に移動できる環境改善を計画的に進める」とされている

が、具体的な内容と方針について。 

２ 地方交通対策と移動支援について 

(1) 交通問題で、町内の乗合タクシーなど公共交通機関をは

じめライドシェア等の利用の実態、現状と課題、今後の方

針は。 

また、運転免許を持たない交通弱者の移動支援について、

課題とその対策、自治体ライドシェアへの展開等、今後の

方針について。 

(2) 施政方針の高齢者福祉の項で説明された「地域全体で支

える体制づくり」を進める中で、地域の支え合いによる住

民主体の移動支援の取組を普及する考えはないか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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順番 
(議席番号) 

質 問 者 
質 問 事 項 ・ 要 旨 

答 弁 を 

求める者 

８ （１１） 

有川 美子 

１ 施政方針について 

子育て分野について質問する。 

新規事業ファミリーサポートセンター事業の運営方法は。 

２ 今後の財政運営と財政状況の見える化について 

町長は、施政方針の予算編成の中で財政の健全化に言及し

ているが、町民にとって最も見えにくく、理解しにくいのが

町の財政状況だ。今後の財政運営と財政状況の見える化につ

いて質問する。 

(1) 自主財源確保のための入湯税引き上げについて 

(2) 宮之城文化センター改修断念に伴う、さつま町文化施設

建設基金の今後について 

(3) 財政調整基金の今後の積立方針及び財政状況の見える化

について 

町 長 

 

 

町 長 

 


